
平成３０年７月８日

独立行政法人水資源機構

徳山ダム管理所

【報告】平成30年７月 台風７号及び梅雨前線がもたらした大雨による

徳山ダム防災操作の状況について

平成30年７月５日から７月７日にかけて台風７号とその後の梅雨前線がもたらした大雨

による徳山ダムの防災操作の状況についてお知らせします。

１．徳山ダム上流域の降雨状況

台風７号の通過とその後の梅雨前線がもたらした大雨は、徳山ダム地点において７月３

日（火）深夜から降り始め、降雨が収まった７月７日（日）朝までの間に約３５０ｍｍの

降雨がありました。この間、ほぼ連続して時間雨量約１０ｍｍを超える降雨がありました。

２．徳山ダムの防災操作

徳山ダムでは、貯水池に流入する水量が毎秒２００立方メートルを超えた７月５日（木）

午後１時５０分から水量が毎秒２００立方メートルを下回った７月７日（土）午前６時ま

での４０時間にわたり全量をダムに貯留し、揖斐川下流の洪水を低減しました。

これにより、貯水位は標高３９０．５ｍから標高３９４ｍまでの３．５ｍ貯留し、平成

２０年に徳山ダムが運用を開始して以来、最高の水位※となりました。

具体的な降雨と防災操作の状況は、別図を参照下さい。

※徳山ダムの洪水調節容量の最高水位は、標高４０１ｍです。

洪水調節した水量

貯留した水量 3,798万立方メートル（横山ダム総貯水容量 4,000万立方メートル）

貯水位の上昇 ３．５ｍ（４０時間） 最高水位 標高３９４ｍ

徳山ダム洪水吐（貯水池側） 貯水位が運用開始後最高の標高394ｍに到達



３．洪水調節後の放流の再開

７月７日（土）未明から降雨が収まり貯水池に流入する水量が低減したことから、次の

洪水に備えるため、今般の洪水調節で貯留した水は、揖斐川の下流の状況を確認しながら、

７月７日（日）６時から放流を再開し、同日午前９時からは、洪水吐きからの放流を行っ

ています。

今後、天候が回復してもしばらく揖斐川の流量が多い状況が続きますので、河川には立

ち入らないよう注意下さい。

洪水吐きからの放流は、７月１１日（水）頃まで継続する見込みです。

洪水吐きから放流開始（７月７日午前９時） ７月８日午前10時撮影

洪水吐きから放流する徳山ダムと貯水池（７月８日午後３時撮影）



別図 平成30年7月　台風７号及び梅雨前線がもたらした大雨による徳山ダム防災操作の状況
【　平成３０年７月７日（土）午前10時まで　】
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7月4日

ダムからの放流量

【7月5日13時50分】
流入量が200m3/sを超え、

ダムからの放流を止め、全

量を貯水池に貯留開始

ダムの貯水位
標高394m迄貯留したのは、

平成20年に運用開始後最高

ダムへの流入量
最大425m3/s

【7月7日6時00分】
流入量が200m3/sを下回り、次
の洪水に備え洪水調節容量を
確保するため、放流を再開

ダム地点時間雨量

最大19.3mm/ｈ

４０時間にわたり全量貯留したのは、平成20年に運用開始後最長

ダムに貯留した水量
3,798万m3貯留

横山ダム総貯水容量

（4,000万m3）に迫る水量

洪水調節容量最高水位 標高

累計雨量

合計346mm

長時間にわたりダムに流入する多量の洪水を貯め込み、揖斐川下流の洪水を低減

★

★特別防災操作 【 ７月６日７時から１１時迄の間の操作 】
ダムへの流入量が毎秒200立方メートルを下回った場合、ダムからの放流を再開しま

すが、今般の大雨により、揖斐川下流の基準地点（大垣市万石）の水位上昇が予想

されたため、引き続きダムへの貯留を継続する特別防災操作を行いました。
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◆徳山ダム・横山ダム連携による効果

○徳山ダム・横山ダムの連携した防災操作の実施により、両ダムがない場
合と比較して、揖斐川の水位は、大垣市万石地点（河口から40.6km）で
約0.5m程度水位を低下させたものと推定されます。

と く や ま よ こ や ま

※記載の水位・ダム諸量は速報値であり、今後変更の可能性
があります。

万石

大垣市

まんごく

横山ダム放流状況

7月5日14時00分頃

【徳山ダム・横山ダム連携による洪水調節】

徳山ダム 横山ダム 最大約１３０m3/s低減

揖斐川の徳山ダムと横山ダムの連携操作で

万石地点の水位を約0.5m低下

万石地点（河口から40.6km）

7月8日15時00分頃
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最大約４３０m3/s低減

【万石地点の水位低下効果】
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